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比較実証試験の一環で、既設消波ブロックや石炭灰重量

モルタルブロックに付着している海藻類の潜水調査を行っ

ている。その結果、既設消波ブロックには安定的に海藻類の

付着が確認できており、石炭灰重量モルタルブロックは海

域に設置した早期段階から主にアラメ・ツルアラメ・ホンダ

ワラが付着することが明らかになっている。 

護岸設置以前（約 20年前）の海域は砂地であり、海藻類

の付着余地がない環境であったことから、ブロックの設置

及び維持管理を通して、藻場が設備一面に拡大していった

と判断できる。 

以上より、上記ブロック設置に伴う藻場はブルーカーボ

ンクレジットの対象になると判断した。 

 

※石炭灰と銅スラグ（いずれも産業副産物）を主原料として、これに少

量のセメントを加えて製造したモルタル。通常のコンクリート代替品と

して使用すべく技術開発を行っており、通常のコンクリートと比較し

て、高比重、低コスト、藻場造成効果、材料由来の CO2排出量低減が期

待できる 

【クレジットを取得する理由】 

 当社は石炭火力発電所を多数有しており、カーボンニュ

ートラル社会実現に向けて CO2排出量を削減していく必要

がある。海藻類が繁茂しやすい石炭灰重量モルタルブロッ

ク（人工基盤）の設置等のブルーカーボン向上に関する取

組みを通して、当社からの CO2排出量削減を図ることと致

したい。 

 

【クレジットを取得することによる、気候変動緩和策の継

続・拡大への具体的な計画・見通し】 

 2022 年～2024 年にかけて、継続してブルーカーボン向

上に関する取組み（例えば、海藻類が付着しやすい人工基

盤の表面形状の研究・開発等）を実施していく。また、社

外（別海域）での石炭灰重量モルタルブロックの適用拡大

を目指すため、関係者等と調整を行っていく。 

プロジェクト実施期間 2018年 4月 1日から現在まで 

クレジットの認証申請対象期間 2021年 4月 1日から 2022年 3月 31日まで 
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方法論 

① 対象生態系面積

の算定方法※ 

【対象とする生態系】 

□海草 ■海藻 □マングローブ □干潟 

● 藻場 ： 6.4 ha 

6.4haのうち、4.8ha分をアラメ場とし、1.6ha分をガ

ラモ場とした。上記の藻場面積を基に被度を考慮して、実

勢面積を算出した。 

（藻場にはアラメ、ツルアラメ、ホンダワラの他、サン 

ゴモ、褐藻・紅藻の付着を確認している。 

なお、石炭灰重量モルタルブロックによる活動量は 6.4ha

のうち 0.4haとなる） 

 

● 実勢面積： 4.0 ha 

4.0haのうち、3.2ha分をアラメ場とし、0.8ha分をガラ

モ場とした。 

 

※別添 1のとおり 

② 吸収係数 

・ アラメ場 : 文献値の利用  

・ ガラモ場 : 文献値の利用 

● アラメ場の吸収係数 

桑江ら（2019）※の表-4に記載している「4.2 t-CO2 / ha 

/ 年」を代表値として用いた。 

● ガラモ場の吸収係数 

桑江ら（2019）※の表-4に記載している「2.7 t-CO2 / ha 

/ 年」を代表値として用いた。 

※桑江朝比呂・吉田吾朗・堀正和・渡辺謙太・棚谷灯子・岡田知也・梅

澤有・佐々木淳（2019.6）：浅海生態系における年間二酸化炭素吸収量の

全国推定, 土木学会論文集 B2（海岸工学）,Vol.75 , No.1 , 10-20 

 

③ 吸収量算定方法 

【算定した式】 

3.2ha（算定したアラメ場活動量） × 4.2 t-CO2 / ha 

/ 年（アラメ場吸収係数）  +    

0.8 ha（算定したガラモ場活動量） × 2.7 t-CO2 / ha 

/ 年（ガラモ場吸収係数） =  15.6 t-CO2 / 年 

【算定結果（吸収量）】 

 15.6 t-CO2 / 年 
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④ 確実性評価 

面積の確実性は「90％」、吸収係数の確実性は「80％」

と判断する。 

理由として、面積は潜水調査により鮮明な画像を取得し

ているとともに申請範囲を網羅的に調査している。また、

被度や生態系は専門家によって判断しており、実勢面積で

算出していることから確実性は高いと判断した。 

吸収係数は文献値を用いており、確実性は高いと判断し

た。 

以上を総合的に判断して、確実性を評価した。 

⑤ 調査時に使用し

た船舶の情報 

・ 船の種類や台数： 調査船のべ 8隻、警戒船のべ 8隻 

（1年間のうち、2季（2回）で潜水調査を実施。1季（1回）

あたり、作業日数は約 4日。1隻/日×4日/季×2季/年） 

・ 出力： 132kW(180PS)程度 

・ 稼働時間： 調査船は約 32時間、警戒船は約 8時間 

（1季（1回）あたり調査船は 4時間作業、警戒船は 1時間

作業。調査船：4時間/回×8回、警戒船：1時間/回×8回） 

・ 燃料の種類： 重油Ａ 

・ 算定式 : 

CO2 排出量(t-CO2)=稼働時間(h)×出力(kW)×燃料消費率

(1/kWh)×1/1000×排出係数 

 ⇒ (32+8) × 132 × 0.046 × 1/1000 × 2.71 

    ＝ 0.65 (t-CO2)  

 

ベースラインの設定方法・妥当

性とその量 

ベースライン：0 t-CO2  / 年  

護岸新設前には砂泥の場所（水深約 10～15m程度）であ

り、大型海藻が生えるような基盤は存在していなかったの

で、ベースラインは 0t-CO2 / 年とした。 

クレジット認証対象の吸収量 

10.5 t-CO2 / 年 

(このうち、石炭灰重量モルタルブロックによる吸収量

は 0.7-CO2 / 年) 

 

● 算定式 ： 

・ アラメ場の吸収量 

 面積： 3.2 × 90% = 2.88 (ha) 

吸収係数： 4.2 × 80% = 3.36  (t-CO2 / ha / 年) 

  吸収量 ： 2.88 × 3.36 = 9.67 (t-CO2  / 年) 
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・ ガラモ場の吸収量 

 面積： 0.8 × 90% = 0.72 (ha) 

吸収係数： 2.7 × 80% = 2.16  (t-CO2 / ha / 年) 

  吸収量 ： 0.72 × 2.16 = 1.55 (t-CO2  / 年) 

 

・ クレジット認証対象の吸収量 

 (9.67 + 1.55) -0.65 – 0 =  10.57 (t-CO2 / 年) 

                          =  10.5  (t-CO2 / 年) 


